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研究成果の概要（和文）： 

 内視鏡支援下口腔外科手術を普及させるために，ノートパソコンに universal serial bus
（USB）接続可能なポータブル内視鏡システムのプロトタイプを開発した．口腔外科用内視鏡と
して，0.9 mm，視野角 0°の内視鏡を開発し，解像度や画質は既存のカールストルツ社製唾液
腺内視鏡（0.89 mm，視野角 0°）と同程度であった．本内視鏡システムを改善していくことで，
臨床応用が可能になると思われた．今後，各種口腔外科手術に対応した内視鏡を開発していく
必要がある． 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 To familiarize endoscopically-assisted oral and maxillofacial surgery, we developed the 
prototype of portable endoscopic system connected to laptop computer by universal serial 
bus（USB）cable. As an endoscope for oral and maxillofacial surgery, we developed 0.9 
mm diameter, 0°endoscope. More improvement of this endoscopic system enables clinical 
application. The images are as same as commercial sialendoscope (0.9 mm diameter, 
0°endoscope; Karl Storz, Germany). Further study is necessary to develop endoscopes for 
several oral surgeries. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年，手術は低侵襲化に向かっており，腹
腔鏡手術を代表に一般的に行われている．一
方，歯科・口腔外科領域では顎関節鏡視下手
術を除き内視鏡手術はほとんど行われず，
open surgeryが今でも普通に行われ手術の低
侵襲化は実現できていない．われわれは以前
より口腔顎顔面外科領域にも内視鏡手術を
導入してきたが，その普及にはいまだ至って
いない．その理由の一つとして，内視鏡シス
テムが高価なことが挙げられる．ゆえに，歯
科・口腔外科に内視鏡手術を普及させるため
には内視鏡システムの低価格化とコンパク
ト化が必要である．どのような医療施設であ
っても容易に導入できるように，安価でコン
パクト，かつ各種疾患に対応できる汎用性の
ある内視鏡システムが開発されれば，内視鏡
支援下口腔外科手術は格段に普及すると考
えられる． 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は患者の QOL の向上を目指し
た低侵襲な内視鏡支援下口腔外科手術を大
学病院などの大規模な病院だけでなく小規
模な病院や一般開業医（クリニック）にも普
及させるために，安価な内視鏡システムとし
てノートパソコンに universal serial bus
（USB）接続可能なポータブル内視鏡（ファ
イバースコープ）システムを開発することで
ある 
 
 
３．研究の方法 
 内視鏡システムは安価でポータブルなシ
ステムとするために，内視鏡システムの構成
は内視鏡（ファイバースコープ）本体＋USB
ケーブル＋ノートパソコン＋画像ソフトウ
ェアである（Figure.1）．使用したノートパ
ソコンは OS: Windows 7，CPU: Core i5，メ
モリー：2 GB である． 
 内視鏡画像をノートパソコンにモニター
し，静止画取り込みと光量調整が可能である
ソフトウェアを開発し，内視鏡（ファイバー
スコープ）本体は対物レンズ，イメージガイ
ド，ライトガイド，保護用パイプ,USB ケーブ
ルで構成し，内視鏡（ファイバースコープ）
先端はハンドル部から取り外せるように製
作した．プロトタイプとして直径 0.9 mm，視
野角 0度，長さ 70 mm の内視鏡（ファイバー
スコープ）を開発し，画質や動作環境を評価
した．また，既成のファイバースコープであ
る直径 0.89 mm の唾液腺内視鏡（Karl Storz
社製）と解像度や画質をチャートや模型を用
いて比較検討した． 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Figure.1）ノートパソコンに USB 接続可能
な内視鏡システムの模式図 
 
 
４．研究成果 
 安価な内視鏡システムとしてノートパソ
コンに USB接続可能な歯科口腔外科用ポータ
ブル内視鏡（ファイバースコープ）システム
を開発し（Figure. 2, 3），本内視鏡システ
ムに使用したノートパソコン（OS: Windows 7，
CPU: Core i5，メモリー：2 GB）では安定し
た動画・画像を描出することができた． 
 本内視鏡（ファイバースコープ）の解像度
と既成の唾液腺内視鏡（ファイバースコー
プ）の解像度を解像度検査用チャートを用い
て比較したところ，同程度の解像度が得られ
た（Figure. 4, 5）． 
 さらに，本内視鏡（ファイバースコープ）
の画質を評価するために，内視鏡下歯根端切
除トレーニング用の 3D モデルを用いて，既
成の唾液腺内視鏡（ファイバースコープ）の
画質と比較検討した．本内視鏡の画質は唾液
腺内視鏡の画質と同程度と考えられたが，本
内視鏡画像のほうが若干赤みがかった画像
であり，色調の調整が必要と思われた
（Figure. 7）． 
 本研究では，低侵襲な内視鏡支援下口腔外
科手術を大学病院などの大規模な病院だけ
でなく小規模な病院や一般開業医（クリニッ
ク）にも普及させるための安価な内視鏡シス
テムとして，ノートパソコンに USB 接続可能
なポータブル内視鏡（ファイバースコープ）
システムのプロトタイプを開発した．今回は
唾液腺内視鏡（ファイバースコープ）を想定
し，視野角 0°の内視鏡（ファイバースコー
プ）を開発したが，今後は色調の改善やソフ
トウェア上での動画保存などが行えるよう
なシステムの向上を行う必要があると思わ
れた．また，実際の内視鏡支援下口腔外科手
術では視野角が 30°や 70°の内視鏡（ファ
イバースコープ）が必要であり，今後内視鏡
への視野角の付与など，各種内視鏡支援下口
腔外科手術に対応した内視鏡（ファイバース
コープ）を開発していく必要があると思われ
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（Figure.2）ノートパソコンに USB 接続可能
な内視鏡システムの外観 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Figure.3）ノートパソコンに USB 接続した
内視鏡（ファイバースコープ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Figure.4）既成唾液腺内視鏡画像：解像度
の評価 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Figure.5）本内視鏡画像：解像度の評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Figure.6）内視鏡下歯根端切除トレーニン
グ用の 3D モデル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Figure.7）内視鏡下歯根端切除の 3D モデ
ルの内視鏡画像．左：既成唾液腺内視鏡画像．
右：本内視鏡画像． 
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